
　

基
調
講
演
の
テ
ー
マ
は
、
高
大
接
続
改

革
の
背
景
、
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン

の
内
容
と
検
討
状
況
、
高
校
教
育
改
革
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
が
進
む
中
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
人
材

の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

知
識
量
の
拡
大
に
主
眼
を
置
い
た
こ
れ
ま

で
の
教
育
か
ら
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
や
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と

協
働
す
る
態
度
な
ど
の
「
真
の
学
ぶ
力
」

の
育
成
を
重
視
す
る
教
育
に
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
知
識
伝
達
型
の
高
校
教

育
を
刷
新
し
、
大
学
入
試
も
多
様
な
能
力
・

経
験
を
評
価
す
る
選
抜
へ
転
換
を
図
り
、

大
学
教
育
と
の
三
位
一
体
の
改
革
を
目
指

す
の
が
実
行
プ
ラ
ン
の
趣
旨
」
と
、
伯
井

審
議
官
は
語
っ
た
。

　

中
で
も
、
高
校
現
場
へ
の
影
響
が
大
き

い
事
案
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
る
新

テ
ス
ト
の
導
入
、
及
び
英
語
の
４
技
能
を

総
合
的
に
育
成
・
評
価
す
る
英
語
教
育
の

改
革
だ
。後
者
に
つ
い
て
は
、民
間
の
資
格
・

検
定
を
入
試
の
合
否
判
定
材
料
と
し
て
活

用
す
る
道
が
示
さ
れ
た
。
高
校
教
育
改
革

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
１
部
で
は
、
文
部
科

学
省
の
伯は

く

井い

美よ
し

徳の
り

大
臣
官
房
審
議
官
に
よ

る
基
調
講
演
、
第
２
部
で
は
、
京
都
大
・

大
阪
大
・
関
西
学
院
大
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
の
外
部
検

定
試
験
の
活
用
に

関
す
る
報
告
が
行

わ
れ
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨

だ
っ
た
が
、
会
場

は
高
校
教
師
を

中
心
と
す
る
約

５
０
０
人
の
参
加

者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。

に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
充
実
を
図
る
他
、
選
挙
権
年
齢
等
が
満

18
歳
以
上
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
社
会

参
画
意
識
を
高
め
る
科
目
の
設
置
、
地
理

歴
史
科
の
見
直
し
、
課
題
解
決
型
学
習
の

充
実
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
大
学

入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」

が
２
０
２
０
年
度
を
め
ど
に
実
施
予
定
で

あ
る
点
や
、
22
年
度
に
学
習
指
導
要
領
が

改
訂
さ
れ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

文部科学省
大臣官房審議官
高大接続・初等中
等教育局担当

伯井美徳
はくい・よしのり
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京
都
大
、
大
阪
大
、
関
西
学
院
大
に
よ
る
「
高
大
接
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
！

高
校
教
育
改
革
、大
学
教
育
改
革
、入
試
改
革
│

高
大
接
続
の
現
状
と
今
後
の
動
向
と
は

２
０
１
５
年
１
月
、
文
部
科
学
省
の
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
が
公
表
さ
れ
、
高
校
教
育
・
大
学
教
育
・
大
学
入
学
者
選
抜
の
一
体
改
革
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
同
年
６
月
、
大
阪
に
お
い
て
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
の
指
定
校
で
も
あ
る
３
大
学
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
関
西
学
院
大
に
よ
る
「
高
大
接
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
高
大
接
続
改
革
の
現
状
と
展
望
、
各
大
学
の
高
大
接
続
・
入
試
改
革
の
取
り
組
み
が
語
ら
れ
た
。

高
大
接
続
改
革
の
背
景
と
展
望

第
１
部

文
部
科
学
省
に
よ
る
基
調
講
演



　

大
阪
大
は
、
東

ひ
が
し

島じ
ま

清
教
育
担
当
理
事
・

副
学
長
が
「
育
て
た
い
人
、
受
け
入
れ
た

い
人
」
を
テ
ー
マ
に
高
大
接
続
の
現
状
と

展
望
を
語
っ
た
。
同
大
学
は
Ａ
Ｐ
に
「
確

か
な
基
礎
学
力
」「
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
」

「
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
探
究
す
る
意
欲
」

を
掲
げ
る
。「
大
学
教
育
は
『
教
わ
る
』
か

ら
『
自
ら
学
ぶ
』
へ
の
転
換
が
必
要
で
、

能
動
的
な
学
習
態
度
を
持
つ
人
に
と
っ
て
、

大
学
は
宝
の
山
に
な
る
」
と
東
島
副
学
長
は

断
言
す
る
。
大
阪
大
の
改
革
を
象
徴
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
世
界
適
塾
」
だ
。
同
大

学
は
江
戸
時
代
後
期
、
緒
方
洪
庵
が
開
い

た
適
塾
を
原
点
と
す
る
。
幕
末
に
は
日
本

中
か
ら
俊
英
が
集
っ
た
が
、
21
世
紀
の
大

阪
大
は
世
界
中
か
ら
優
れ
た
学
生
や
研
究

者
が
集
い
「
調
和
あ
る
多
様
性
」
を
創
造

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
目
指
す
と
い
う
。

　

そ
の
達
成
に
向
け
、
様
々
な
分
野
で
教

育
の
国
際
化
を
加
速
さ
せ
る
。
英
語
で
行

う
授
業
の
増
加
、
国
外
か
ら
の
遠
隔
講
義

の
充
実
、
海
外
派
遣
へ
の
支
援
な
ど
を
行

う
の
と
同
時
に
、17
年
度
に
は
ク
ォ
ー
タ
ー

制
を
導
入
。
春
・
秋
・
冬
学
期
に
通
常
の

授
業
を
行
い
、
６
月
下
旬
〜
８
月
を
夏
期

講
習
期
間
と
し
て
海
外
留
学
を
促
進
す
る
。

　

現
在
実
施
す
る
独
自
入
試
に
代
え
て
、

17
年
度
、
定
員
の
約
10
％
を
対
象
に
、
高

校
生
の
多
様
な
能
力
や
実
績
、
意
欲
を
評

　

京
都
大
は
、
北
野
正
雄
教
育
担
当
理
事
・

副
学
長
が
高
大
連
携
の
取
り
組
み
、
16
年

度
か
ら
始
ま
る
特
色
入
試
の
概
要
を
報
告

し
た
。「
本
学
は
、入
試
を
選
抜
で
は
な
く
、

『
マ
ッ
チ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
』
と
位
置
付
け

て
い
る
。
大
学
が
高
校
生
の
適
性
や
興
味
・

関
心
を
捉
え
る
と
同
時
に
、
高
校
生
が
自
身

の
能
力
や
才
能
を
発
揮
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
が
大
切
」
と
北
野
副
学
長
は
説
く
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
と
し
て
、
京
都
大

は
高
大
連
携
を
重
視
。
既
に
13
都
府
県
市

の
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
る
。
15
年

８
月
に
は
模
擬
授
業
や
大
学
生
と
の
交
流

を
中
心
と
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
い
、

同
11
月
に
は
各
都
府
県
市
の
代
表
12
校
の

高
校
生
が
研
究
発
表
を
行
う
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
予
定
だ
。高
校
生

の
学
び
を
支
援
し
つ
つ
、
京
都
大
の
教
育

や
校
風
を
周
知
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
。

　

そ
れ
を
更
に
推
し
進
め
た
改
革
が
、
16

年
度
に
始
ま
る
「
特
色
入
試
」
だ
。
各
学

部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー（
Ａ
Ｐ
）

に
応
じ
て
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
、
後
期
日

程
な
ど
、
様
々
な
方
式
で
選
抜
す
る
。
入

学
定
員
は
全
学
部
計
１
０
０
人
程
度
。
総

入
学
定
員
の
３
％
だ
が
、
北
野
副
学
長
は

「
こ
れ
は
あ
く
ま
で
出
発
点
」
と
今
後
の
拡

大
を
示
唆
す
る
。
最
大
の
特
徴
は
高
大
接

続
を
意
識
し
た
点
で
、
出
願
時
に
は
高
校

時
代
の
活
動
を
記
す
「
学
業
活
動
報
告
書

（
学
び
の
報
告
書
）」
と
、
志
望
理
由
や
大

学
で
の
目
標
を
記
載
す
る
「
学
び
の
設
計

書
」
を
提
出
。
そ
れ
ら
と
セ
ン
タ
ー
試
験
、

総
合
問
題
、
口
頭
試
問
、
論
文
試
験
な
ど
、

個
別
試
験
の
成
績
を
総
合
し
て
合
否
を
判

定
す
る
（
図
１
）。
京
都
大
で
は
、
全
学
の

Ａ
Ｐ
に
「
対
話
を
根
幹
と
し
た
自
学
自
習
」

を
掲
げ
る
。
特
色
入
試
も
そ
う
し
た
主
体

性
を
重
視
す
る
選
抜
内
容
に
し
て
い
る
。

京都大
教育担当理事・
副学長

北野正雄
きたの・まさお

大阪大
教育担当理事・
副学長

東島清
ひがしじま・きよし

京都大　特色入試の概要図１
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高大接続と個々の学部の教育を受ける基礎学力を重視し、次の❶
と❷の判定を併せて、総合的に評価して選抜する。

❶高校での学修における行動と成果の判定
高校在学中の顕著な活動歴（＊１）を記す学業活動報告書や推薦書、学
びの設計書で評価する

❷個々の学部におけるカリキュラムや教育コースへの適合力の判定
センター試験の成績、学部ごとの能力測定考査、論文試験、面接試験、
口頭試問などを組み合わせて実施する
＊1　数学オリンピックや国際科学オリンピック出場、各種大会における入賞、教育委
員会賞、国際バカロレアディプロマコース、ＳＡＴ、英語外部検定試験の成績など

＊京都大の資料を基に編集部で作成

大
学
入
試
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
」

京
都
大

改
革
の
現
状
報
告

第
２
部

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
世
界
適
塾
」

大
阪
大

改
革
の
現
状
報
告

第
２
部



　

関
西
学
院
大
は
、
19
世
紀
末
の
宣
教
師

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
に
よ
る
創
立
時
か
ら

「
世
界
市
民
の
育
成
」
を
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
掲
げ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

で
あ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
、

国
際
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
留
学
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
、
数
多
く
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
き
た
。

　

小
菅
正
伸
理
事
・
副
学
長
か
ら
、
大
学

の
歴
史
、
国
際
化
の
取
り
組
み
が
説
明
さ

れ
た
後
、
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
の
尾
木
義

久
次
長
が
高
大
連
携
・
入
試
改
革
の
現
状

を
報
告
し
た
。
高
大
連
携
と
い
う
と
、
従

来
、
大
学
・
学
部
理
解
の
た
め
の
出
前
授

業
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
側
面

が
強
か
っ
た
。
同
大
学
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
や

課
題
研
究
に
取
り
組
む
高
校
生
、
そ
れ
を

支
援
す
る
高
校
教
師
の
た
め
に
、
専
門
的

な
知
識
・
技
能
の
提
供
を
主
眼
に
置
く
。

高
校
生
に
よ
る
公
開
討
論
会
、
国
連
機
関

の
職
員
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
意
欲
や
志
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
か

ら
、
英
語
の
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸

ば
す
た
め
の
高
校
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
ま

で
、
多
様
な
形
で
高
校
の
課
題
研
究
活
動

や
語
学
教
育
を
支
援
し
て
い
る
。

　

入
試
改
革
も
、
文
部
科
学
省
の
高
大
接

続
改
革
に
先
行
し
て
力
を
入
れ
て
き
た
。

14
年
度
に
は
、
学
生
の
能
力
・
意
欲
・
適

性
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
入
試
」を
導
入
。16
年
度
か
ら
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
生
を
対
象
と
す
る
公

募
推
薦
入
試
、
４
技
能
型
の
英
語
検
定
試

験
の
ス
コ
ア
を
出
願
資
格
と
す
る
入
試
制

度
を
導
入
予
定
だ
（
図
３
）。

　
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
は
活
用
の
方
向
で
準
備
を
進
め

価
す
る
「
世
界
適
塾
入
試
」
を
導
入
予
定
。

高
校
時
代
の
成
績
や
セ
ン
タ
ー
試
験
の
他
、

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
英
語
外
部
検
定

試
験
の
ス
コ
ア
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
発
表
会

出
場
者
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
コ
ー
ス
の
履
修
者
な
ど
、

高
校
時
代
の
多
様
な
活
動
を
総
合
的
に
評

価
す
る
（
図
２
）。

　

高
校
生
の
多
様
な
力
を
育
む
た
め
、
高

大
接
続
も
強
化
す
る
。
科
学
技
術
振
興
機

構
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
の
指
定
を
受
け
、
高
校
生
対
象
の
理
数

教
育
も
実
施
し
て
い
く
。

て
お
り
、
19
年
度
実
施
予
定
の
「
高
等
学

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
に
つ
い
て

も
推
薦
入
試
な
ど
で
の
活
用
を
検
討
中
だ
。

「
政
府
が
進
め
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
力

を
い
か
に
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ

る
か
と
い
う
視
点
が
、
教
育
者
に
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
、
尾
木
次
長
は
強
調
し
た
。

関西学院大　高大接続改革実行プランに対応した入試　概要図３

関西学院大
高大接続センター
次長

尾木義久
おぎ・よしひさ

関西学院大
理事・副学長

小菅正伸
こすが・まさのぶ

大阪大　独自入試制度　概要図２
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高
大
接
続
で
課
題
研
究
を
サ
ポ
ー
ト

関
西
学
院
大

改
革
の
現
状
報
告

第
２
部

•挑戦枠（一般入試前期課程）／理学部：37人　知識の習得だけでな
く、自分の頭脳で粘り強く考察する人を選抜
•研究奨励ＡＯ入試／理学部：16人　高校で優れた研究活動をした人
を選抜
•推薦入試／基礎工学部：40人　科学技術を担う意欲と適性を評価
•国際科学オリンピックＡＯ入試／理・工・基礎工学部　国際科学オ
リンピック日本代表者から選抜
•世界適塾ＡＯ入試、世界適塾推薦入試、国際オリンピックＡＯ入試
（2017年度～）　定員の10％をめどに、高校で主体的に学ぶ態度と
能力を身に付けた意欲ある人材を選抜

＊大阪大の資料を基に編集部で作成

•グローバル入試（2014年度～）　GTEC for STUDENTS、GTEC CBTなどのスコアや、模
擬国連活動に取り組んだ経験、留学経験や海外経験を有する者（帰国生徒含む）、国際バカ
ロレア認定者、科学オリンピックに挑戦した者などを対象とし、５つのカテゴリーで実施
•４技能型の英語検定試験と大学入試センター試験を活用する入試（2016年度～）GTEC
　CBT、TOEFLなどのスコアを出願資格に設定。レベルはCEFR・B2レベル程度
•４技能型の英語検定試験のスコアと推薦入学の出願資格（2016年度から漸次実施）　
GTEC　CBT、TOEFLなどのスコアを有する者が望ましい。レベルはCEFR・B1レベル程度
•SGH校対象公募推薦入試、SSH校対象公募推薦入試、教育連携校対象公募推薦入試（2016
年度～）　課題研究論文や学びの計画書による第１次審査、個別面接・グループディスカッ
ション・プレゼンテーションなどによる２次審査で評価。GTEC CBT、TOEFLなどのス
コアについても評価の対象

＊関西学院大の資料を基に編集部で作成



　

質
疑
応
答
で
は
、
会
場
か
ら
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

中
で
も
関
心
が
高
か
っ
た
の
は
、
新
テ

ス
ト
の
活
用
だ
。「『
高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト
（
仮
称
）』
を
入
試
に
使
う
場
合
、

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
京
都
大
の
北
野
副
学
長
は
、

「
テ
ス
ト
の
活
用
は
改
革
会
議
の
議
論
の
内

容
を
見
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

高
校
現
場
に
、
入
試
で
必
要
の
な
い
科
目

は
履
修
し
な
い
傾
向
が
あ
る
の
は
事
実
。

幅
広
い
学
力
が
担
保
さ
れ
る
な
ら
、
何
ら

か
の
形
で
入
試
に
活
用
す
る
こ
と
は
あ
り

得
る
」
と
答
え
た
。
大
阪
大
の
東
島
副
学

長
は
、「
本
テ
ス
ト
は
高
校
に
お
け
る
学
習

の
達
成
度
を
測
る
試
験
な
の
で
、
入
試
と

は
目
的
が
異
な
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し

な
が
ら
も
、「
大
学
と
し
て
は
調
査
書
に
書

い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
」
と
答

え
た
。関
西
学
院
大
の
小
菅
副
学
長
は
、「
調

査
書
を
補
完
す
る
情
報
と
し
て
活
用
す
る

方
向
で
検
討
中
」
と
述
べ
た
。

　

各
大
学
の
報
告
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い

た
高
校
生
の
主
体
性
や
意
欲
に
つ
い
て
、

入
試
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か

に
も
、
関
心
が
集
ま
っ
た
。「
高
校
生
の
主

体
性
を
大
学
入
試
で
ど
の
よ
う
に
測
っ
て

い
く
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
東

島
副
学
長
は
、「
高
校
生
を
間
近
で
見
て
き

た
学
校
の
先
生
の
目
が
、
最
も
信
頼
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
校
か
ら
の
提
出
書

類
を
採
用
す
る
と
共
に
、
高
校
生
本
人
が

作
成
す
る
活
動
報
告
の
内
容
か
ら
、
我
々

自
身
が
受
験
生
の
資
質
を
見
極
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
高
校
生
の
活
動

報
告
を
読
み
説
く
力
を
持
つ
教
職
員
を
育

成
す
る
意
向
を
語
っ
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
高
大
接
続
改
革
に
対
す
る
高
校

現
場
の
関
心
の
高
さ
だ
。
会
場
は
高
校
関

係
者
で
埋
ま
り
、
質
疑
応
答
で
は
前
述
の

他
に
も
、
新
テ
ス
ト
や
入
試
方
式
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

高
大
接
続
改
革
の
細
部
は
い
ま
だ
に
見

え
な
い
部
分
も
多
い
が
、
引
き
続
き
文
部

科
学
省
や
各
大
学
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
山
田

高た
か

幹も
と

か
ら
は
、
今
後
の
大
学
入
試
に
お
い

て
、
留
学
経
験
や
高
校
で
の
多
様
な
活
動

歴
に
よ
る
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
、
及

び
英
語
の
４
技
能
の
評
価
が
一
層
重
視
さ

れ
る
見
通
し
が
解
説
さ
れ
た
。

　

４
技
能
型
の
英
語
外
部
検
定
試
験
の
入

試
で
の
活
用
法
に
は
、
次
の
５
点
が
示
さ

れ
た
。

①
出
願
基
準
（
基
準
ス
コ
ア
を
満
た
す
者

の
み
出
願
可
）

②
書
類
審
査
（
合
否
判
定
に
利
用
）

③
試
験
の
代
替
（
英
語
本
試
験
に
代
え
て

ス
コ
ア
を
得
点
化
）

④
み
な
し
得
点
化
（
ス
コ
ア
に
応
じ
て
み

な
し
得
点
を
設
定
し
、
英
語
本
試
験
の

得
点
よ
り
高
い
場
合
に
代
替
）

⑤
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ス
コ
ア
に
応
じ
て
英

語
本
試
験
に
得
点
加
算
）

　

15
年
度
入
試
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の

英
語
で
思
う
よ
う
に
得
点
で
き
な
か
っ
た

受
験
生
が
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
ス
コ
ア
が
志
望

大
の
基
準
に
達
し
て
い
た
た
め
に
合
格
し

た
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
外
部
検
定
試
験

の
ス
コ
ア
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
進
路
実

現
に
有
効
だ
っ
た
一
例
と
い
え
る
。

　

英
語
の
外
部
検
定
試
験
を
活
用
す
る
入

試
の
受
験
対
象
者
数
は
、
15
年
度
入
試
ま

で
３
０
０
０
人
程
度
だ
っ
た
が
、
16
年
度

以
降
は
７
万
人
に
上
り
、
更
に
拡
大
す
る

見
込
み
だ
。
外
部
検
定
試
験
が
重
視
さ
れ

る
背
景
に
は
、
高
校
生
の
英
語
力
の
課
題

が
あ
る
。
日
本
の
高
校
生
の
90
％
以
上
が
、

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
外
国
語

の
学
習
者
の
習
得
レ
ベ
ル
を
示
す
基
準
）

の
Ａ
２
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
と
見
ら
れ
て

お
り
、
Ｂ
１
以
上
は
10
％
に
満
た
な
い
。

　

高
大
接
続
改
革
の
議
論
で
は
、
日
本
人

の
英
語
力
の
現
状
を
踏
ま
え
た
テ
ス
ト
開

発
の
あ
り
方
が
論
点
に
上
が
っ
て
お
り
、

高
校
生
の
学
力
レ
ベ
ル
に
適
し
た
外
部
検

定
試
験
の
選
択
が
今
後
、
一
層
重
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ベネッセコーポレー
ション

山田高幹
やまだ・たかもと

57 August  2015

新
テ
ス
ト
や
、主
体
性
等
を
入
試
で
ど
う
測
る
か
に
関
心
が

質
疑
応
答

入
試
で
の
英
語
外
部
検
定
試
験
の
活
用
法
を
解
説

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

現
状
報
告

第
２
部


